
「衝突被害軽減ブレーキ」（いわゆる「自動ブレーキ」）を搭載したクルマが増えています。
このシステムは、あくまで安全運転のサポート装置。

車種によって性能もさまざまで、天候や道路状況によってはシステムが作動しにくい場合もあります。
「どんな場合も自動で止まる」と過信せず、常に安全運転を心がけましょう。
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過信しないで！
衝突被害軽減ブレーキ

大切なのは
「ヒトがしっかりブレーキ！」

雨・雪・霧などの悪天候クルマの急な割り込み 前方の車両の形状が特殊人や自転車の急な飛び出し

例えば次のような条件では、機能が作動しない場合があります。

「衝突被害軽減ブレーキ」は安全運転の「サポート装置」です
ブレーキの性能・種類はいろいろ 状況によっては作動しない場合も

「カメラ方式」「ミリ波レーダー方式」「赤外線レーザー方式」
など、車種やシステムの特徴によりブレーキの作動条件に
違いがあります。必ず取扱説明書を確認してください。

気象条件や路面状況、作動する速度条件、障害物の種類
などによっては、ブレーキが作動しない場合や、十分な効果
を発揮しない場合があります。


